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1   はじめに 
 

多くの教育機関において，ICT を活用した教

育の高度化 /豊富化に関する取り組みが実施

[1,2,3]されており，電子黒板やタブレット端末，

デジタル教科書などのデジタル教材の利用が加

速している． 

香川大学では，PC 教室の利用者数は年々減少

しているが，学内 LAN への学生所有の携帯情報

端末の接続数，コピーやプリンタによる学生の

紙の印刷数は年々増えていることが報告されて

いる．学生は自身の携帯情報端末を用いて簡単

なレポート作成や調べ物をするようになってい

るが， 携帯情報端末の画面は小さく閲覧には不

向きなため，重要な資料は印刷して用いている

ことを示唆している．その結果，印刷された紙

媒体のアナログ教材と，電子化されたデジタル

教材が混在する状況が生まれており，学生はア

ナログ教材とデジタル教材の両方を管理し，予

習・復習等の学習を行なう必要がある． 

我々は，講義資料管理システムのための講義

資料メタデータ生成方法を提案した[4]．現在，

講義資料メタデータを用いた講義資料管理シス

テムを開発している．本論文では，複合機を用

いて，アナログ教材をデジタル化（PDF 化）す

るのと同時に，講義資料メタデータを生成する

機能について述べる．また，講義資料メタデー

タを用いてアナログ教材とデジタル教材を管理

することができる講義資料管理システムを提案

する． 
 

2   講義資料メタデータ 

 

本研究では，講義資料を管理するために講義

資料メタデータを提案する．メタデータとは，

データが付随して持つデータ自身についての抽

象度の高い付加的なデータのことである．講義

資料メタデータとは，講義資料を管理するため

に必要な情報が記載されたメタデータのことで

ある．本研究では，講義資料メタデータをシラ

バスから生成する．香川大学のシラバスには，

時間割コード，授業科目名，担当教員名，開講

年度，開講時期，対象年次（対象学年）などの

情報が記載されている．これらの情報から講義

資料メタデータを生成する． 

講義資料メタデータは，タグによって情報の

意味付けをおこなっている．<name>タグは授業

科 目 名 ， <teacher> タ グ は 担 当 教 員 名 ，

<number>タグは開講週，<year>タグは開講年

度，<term>タグは開講時期，<grade>タグは対

象学年を示している． 図 1 は，生成された講義

資料メタデータを示している．講義資料 

sample.pdf は，授業科目名：ソフトウェア工学

3，担当教員名：高松太郎，開講週：第 1 週，開

講年度：2014 年度の講義資料であることを示し

ている． 
 

3   講義資料メタデータを用いた 

講義資料管理システム 
 

図 2 は，講義資料管理システムの概要を示し

ている．講義資料管理システムは，講義資料管
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図 1  生成された講義資料メタデータ 
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理メタデータ生成アプリケーションと講義資料

編集機能，講義資料削除機能，講義資料検索機

能，講義資料アーカイブスから構成される．講

義資料メタデータ生成アプリケーションは，複

合機上で動作し，講義資料メタデータを生成す

るアプリケーションである．講義資料メタデー

タ生成アプリケーションは，スキャン機能，講

義資料メタデータ生成機能，送信機能から構成

される．アナログ教材を，スキャン機能によっ

てデジタル化（PDF 化）するのと同時に，講義

資料メタデータ生成機能によって講義資料メタ

データが生成される．デジタル化された講義資

料と講義資料メタデータは，送信機能によって

講義資料アーカイブスに送信される．講義資料

アーカイブスは，デジタル化された講義資料と

講義資料メタデータを保存するデータベースで

ある． 

講義資料編集機能は，講義資料アーカイブス

に保存されている講義資料や講義資料メタデー

タの情報を編集する機能である．講義資料削除

機能は，講義資料アーカイブスに保存されてい

る講義資料や講義資料メタデータを削除する機

能である．講義資料検索機能は，講義資料アー

カイブスから，必要な講義資料を検索する機能

である．検索方法として，直接検索する方法と，

担当教員，受講学年などのリスト一覧から選択

する方法がある．直接検索する方法では，授業

科目名，担当教員名，開講年度による検索や，

それぞれの情報を組み合わせた検索を行うこと

ができる．リスト一覧から選択する方法では，

講義資料アーカイブス内の資料を担当教員一覧，

受講学年一覧で表示することができる． 
 

4   おわりに 
 

本論文では，複合機を用いて，アナログ教材

をデジタル化（PDF 化）するのと同時に，講義

資料メタデータを生成する機能について述べた．

さらに，講義資料メタデータを用いてアナログ

教材とデジタル教材を管理することができる講

義資料管理システムについて提案した．現在，

システムプロトタイプの開発を行なっている． 
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図 2  講義資料管理システムの概要 
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